
取扱説明書 詳細編

HAP コントローラー
八光熱風発生機

お買いあげいただき、ありがとうございます。

本書はHAP2000シリーズに付属のHAPコントローラー

について、その機能と操作方法を解説した「取扱説明書」で

す。製品本体に付属の「HAP2000シリーズ取扱説明書」

の補足としてご活用ください。
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各部の名称と働き 操作パネル
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熱　風

送　風
プログラム

ステップＮｏ．

電　源

遅延タイマー

異　常

タイマーリセット

停止

送風

熱風

設定運転モード

モード切換えタイマー運転

タイマー停止

℃

時.分
Hz
℃

熱風温度 (PV)

温度到達

外部制御

外部温調

タイマー/

温度設定(SV) /周波数/時間

⑥

①

②

③

④

⑤

⑦ ⑧

⑨⑩

① 電源ランプ
電源ブレーカー「ON」で点灯します。

② 停止キー
熱風発生機の動作を停止します。

熱風運転中に「停止キー」を押すと、遅延タイマー

がカウントを開始し、カウント中は送風運転を行い

ます。

カウントアップ後、停止します。

③ 送風キー
送風運転を行います。

熱風運転中に「送風キー」を押すと、遅延タイマー

がカウントを開始し、送風運転を行い、カウントアッ

プ後も送風運転を継続します。

④ 熱風キー
熱風運転を行います。

⑤ タイマー運転キー

設定時間経過後、熱風運転を行います。

⑥ タイマー停止キー
設定時間経過後、熱風運転を停止します。熱風運転

停止の際は、遅延タイマーにより1 分間送風運転を

行ってから停止します。遅延タイマーの時間はパラメ

ータにより変更可能です。

⑦ 送風ランプ
送風運転中に点灯します。遅延タイマー動作中は、

遅延タイマーカウントアップ後、送風運転が停止する

場合に限り、点滅します。

⑧ 熱風ランプ
熱風運転中に点灯します。

⑨ 温度到達ランプ
温度到達信号出力が「on」の時に点灯します。

⑩ タイマー /プログラムランプ
タイマー運転、またはタイマー停止のタイマーカウン

ト中に点滅します。

プログラム有効設定が「on」の時に点灯します。

虔 操作パネル
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各部の名称と働き（つづき） 操作パネル

熱　風

送　風
プログラム

ステップＮｏ．

電　源

遅延タイマー

異　常

タイマーリセット

停止

送風

熱風

設定運転モード

モード切換えタイマー運転

タイマー停止

℃

時.分
Hz
℃

熱風温度 (PV)

温度到達

外部制御

外部温調

タイマー/

温度設定 (SV) / 周波数/時間

⑰ ⑯

⑲

⑱

⑪

⑫

⑳

⑮

⑬

⑭

⑪ 遅延タイマーランプ
遅延タイマーカウント中に点滅します。

⑫ 外部制御ランプ
外部制御（外部送風、外部熱風）入力を有効に設定
した場合に点灯します。

⑬ 外部温調ランプ
外部温調入力を有効に設定した場合に点灯します。

⑭ 現在値ディスプレイ
運転画面で熱風温度（PV）を表示します。
周波数設定画面、タイマー設定画面、タイマー残時
間モニター画面などでパラメータ名称を表示します。
電源ブレーカー「ON」で点灯します。

⑮ 設定値ディスプレイ	

運転画面で温度設定値（SV）を表示します。
その他各パラメータの設定値を表示します。
異常発生時にエラーコードを表示します。
電源ブレーカー「ON」で点灯します。

⑯ ステップ表示ディスプレイ
プログラム運転時の現在ステップを表示します。
タイマー設定の設定値の一部を表示します。
（タイマー設定値［日 . 時 .分］のうち、［日］を表す
桁を表示します）

⑰ 異常ランプ
異常発生時に点灯します。

⑱ キー（データ変更キー）
各設定値を変更します。

⑲ モード切換キー
各パラメータ表示を順次切り換えます。
長押しでパラメータ設定画面を呼び出します。

⑳ 外部制御端子台カバー
外部制御端子台のカバーです。カバーをはずすと、外
部制御端子台および通信端子台が現れます。外部制
御端子台の詳しい説明はP.6 を参照してください。

虔 操作パネル
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操作方法 （つづき） 

モード切替キー
モード切換

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

「Ｆｒ」
周波数設定を行います。

「ＡＬＰＶ」
警報用に設定されたセンサーの温度を表示します。

「ＭＶ」
ヒーターへ通電される単位時間当たりの出力値を表示します。

「ｔＭ」
タイマー設定を行います。

「ｔＭーＭ」
タイマー運転モードおよびタイマー停止モードにおいて、
タイマーの残時間を表示します。

約2秒間ウォーミングアップ
バージョンナンバー表示

●プログラム運転が無効の場合 （通常設定時）

運転画面

周波数設定画面 「Ｆｒ」
周波数設定を行います。

実行中ステップの設定時間表示

実行中ステップの残時間表示

繰り返し回数表示

警報用センサーモニター画面 「ＡＬＰＶ」
警報用に設定されたセンサーの温度を表示します。

制御出力値表示 「ＭＶ」
ヒーターへ通電される単位時間当たりの出力値を表示します。

「ＰｔＭ」
プログラム運転の実行中ステップの設定時間を表示します。

「ＰｔＭＭ」
プログラム運転の実行中ステップの残り時間を表示します。

「ｒＵｒＭ」
プログラム運転の繰り返し回数を表示します。

電源投入

●プログラム運転が有効の場合

電源投入

運転画面

周波数設定画面

タイマー設定画面

タイマー残時間表示画面

警報用センサーモニター画面

制御出力値表示

モード切替
モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

モード切替キー

約2秒間ウォーミングアップ
バージョンナンバー表示

虔 運転モード画面の表示パラメータ
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A2hY
温度調節異常 2	

ヒステリシス設定
温度調節異常 2 の異常状態からの復帰温度差を設定し
ます。

0 〜（SV-H−SV-L）	
× 0.5

3 ℃ − P.59

A2oP
温度調節異常 2	
自己保持設定

温度調節異常 2 が発生し、その後異常状態を解除する
条件になった場合に、異常を保持するか、解除するか
を設定します。on：自己保持あり、off：自己保持なし

on/off on − − P.59

AL2L
温度調節異常 2	

警報表示

温度調節異常2が発生した場合に、異常ランプ点灯 ＋	
エラーコード（Err2）の表示を行うかどうかの設定をし
ます。
on：異常表示する、off：異常表示しない

on/off on − − P.59

AL2S
温度調節異常 2	

温度調節異常出力
設定

温度調節異常 2 が発生した場合に、外部制御端子台の
［⑭⑰温度調節異常出力］を出力するか、しないかの設
定をします。
on：出力する、off：出力しない

on/off on − − P.59

TAS2
温度到達信号 2	
出力タイプ設定

温度到達信号 2 の出力タイプを設定します。
0：出力なし
1：絶対値出力
2：待機シーケンス付き絶対値出力
3：偏差出力
4：待機シーケンス付き偏差出力

0 〜4 0 − − P.59

TS2L
温度到達信号 2	

下限値設定
温度到達信号 2 の動作値の下限を設定します。 （＊2） 50 ℃ − P.60

TS2H
温度到達信号 2	

上限値設定
温度到達信号 2 の動作値の上限を設定します。 （＊3） 100 ℃ − P.60

T2Hy
温度到達信号 2	

ヒステリシス設定
温度到達信号 2 のヒステリシスを設定します。

0 〜（SV-H−SV-L）	
× 0.5

3 ℃ − P.60

＊1：警報タイプ設定が絶対値警報の場合：SV-L〜SV-H	＋	50、偏差警報の場合：0〜(SV-H	−	SV-L)
＊2：出力タイプが絶対値出力の場合：SV-L〜SV-H-3、偏差出力の場合：0〜（SV-H-SV-L）× 0.5
＊3：出力タイプが絶対値出力の場合：SV-L＋3〜SV-H、偏差出力の場合：0〜（SV-H-SV-L）×0.5

パラメータ 一覧表操作方法 （つづき）

STP.1 ～ 8 ステップ1～8設定（つづき）

パラメータ 表示呼称 名　称 概　略　説　明 設定（表示）範囲 初期値 単		位 ブラインド 関連	
ページ
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パラメータ 遷移図

運転モード画面 パラメータ設定画面

SET.1
共通設定

SET.2
センサー1設定

SET.3
センサー2設定

SET. 4
センサー、
レンジ設定

遅延タイマー有効設定

遅延タイマー設定

外部制御有効設定

外部温調有効設定

外部過昇温度異常 自己保持設定

温度到達信号 異常時出力設定

SET.1 選択画面

キーロック設定 温度到達信号１ 出力タイプ設定

温度到達信号１ 下限値設定

温度到達信号１ 上限値設定

温度到達信号１ ヒステリシス設定

温度調節異常１ ヒステリシス設定

温度調節異常１ 自己保持設定

温度調節異常１ 警報表示

温度調節異常１ 温度調節異常出力設定

温度調節異常１ 警報タイプ設定

温度調節異常１ 動作値設定

SET.2 選択画面

温度調節異常２ 警報タイプ設定

温度調節異常２ 動作値設定

温度調節異常２ ヒステリシス設定

温度調節異常２ 自己保持設定

温度調節異常２ 警報表示

温度調節異常２ 温度調節異常出力設定

SET. 3 選択画面

温度調節異常２ 出力タイプ設定

温度到達信号２ 下限値設定

温度到達信号２ 上限値設定

温度到達信号２ ヒステリシス設定

周波数設定

タイマー設定

タイマー残時間表示

警報用センサーモニター

温度入力１ 冷接点補償温度表示

温度入力２ 冷接点補償温度表示

制御出力値表示

運転画面（温度設定） モード切換キー
2秒長押し

虔 パラメータ遷移図

：モード切換キー

：アップ・ダウンキー
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運転モード画面 パラメータ設定画面

SET.1～ 6
共通設定

SET.P
プログラム基本設定

STP.0
ステップ0設定

STP.1～8
ステップ1～8設定

周波数設定

繰り返し回数表示

警報用センサーモニター

制御出力値表示

温度入力２ 冷接点補償温度表示

温度入力１ 冷接点補償温度表示

SET. 1 選択画面

SET. 2 選択画面

SET. 3 選択画面

SET. 4 選択画面

SET. 5 選択画面

SET. 6 選択画面

SET. P 選択画面

ファーストＳＶ設定

繰り返し回数設定

プログラム運転終了時の運転モード設定

ウエイト機能設定

ウエイトゾーン設定

ウエイト時間設定

STP. 0 選択画面

ステップ時間設定

運転状態設定

周波数設定

STP. 1～8 選択画面

ステップ時間設定

運転状態設定

周波数設定

温度設定

温度調節異常１ 警報タイプ設定

温度調節異常１ 動作値設定

温度調節異常１ ヒステリシス設定

温度調節異常１ 自己保持設定

温度調節異常１ 警報表示

温度調節異常１ 温度調節異常出力設定

温度到達信号１ 出力タイプ設定

温度到達信号１ 下限値設定

温度到達信号１ 上限値設定

温度到達信号１ ヒステリシス設定

温度調節異常２ 警報タイプ設定

温度調節異常２ 動作値設定

温度調節異常２ ヒステリシス設定

温度調節異常２ 自己保持設定

温度調節異常２ 警報表示

温度調節異常２ 温度調節異常出力設定

温度調節異常２ 出力タイプ設定

温度到達信号２ 下限値設定

温度到達信号２ 上限値設定

温度到達信号２ ヒステリシス設定

現在ステップ設定時間表示

現在ステップ残時間表示現在ステップ残時間表示

運転画面（温度設定） モード切換キー
2 秒長押し

プログラム運転有効設定：ＯＮ

パラメータ 遷移図

：モード切換キー

：アップ・ダウンキー

設定中のステップ番号	
（１〜８）が表示されます
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SET. 4
センサー、
レンジ設定

周波数設定

タイマー設定

タイマー残時間表示

警報用センサーモニター

温度入力１ 冷接点補償温度表示

温度入力２ 冷接点補償温度表示

制御出力値表示

SET.１ 選択画面

遅延タイマー有効設定

遅延タイマー設定

外部制御有効設定

外部温調有効設定

外部過昇温度異常 自己保持設定

SET.１ ブラインド設定周波数設定

運転画面（温度設定）

タイマー設定

タイマー残時間表示

警報用センサーモニター

温度入力１ 冷接点補償温度表示

温度入力２ 冷接点補償温度表示

制御出力値表示

温度調節異常1 警報タイプ設定

温度調節異常1 動作値設定

温度調節異常1 ヒステリシス設定

温度調節異常1 自己保持設定

温度調節異常1 警報表示

温度調節異常1 温度調節異常出力設定

温度到達信号1 出力タイプ設定

温度到達信号1 下限値設定

温度到達信号1 上限値設定

温度到達信号1 ヒステリシス設定

SET. 2 ブラインド設定

温度調節異常２ 警報タイプ設定

温度調節異常２ 動作値設定

温度調節異常２ ヒステリシス設定

温度調節異常２ 自己保持設定

温度調節異常２ 警報表示

温度調節異常２ 温度調節異常出力設定

温度調節異常２ 出力タイプ設定

温度到達信号２ 下限値設定

温度到達信号２ 上限値設定

温度到達信号２ ヒステリシス設定

SET. 3 ブラインド設定

温度到達信号 異常時出力設定

キーロック設定

SET. 2 選択画面 SET. 3 選択画面

運転モード画面 ブラインド設定画面

運転モード画面の
ブラインド設定

パラメータ設定画面のブラインド設定

：モード切換キー

：アップ・ダウンキー

（＊１）

＊１：ブラインド設定画面への移行方法
　　・モード切換キーを５秒長押し
　　・ディスプレイ１の表示が１回点滅
　　・点滅後、１秒以内に△キーを１回押す

虔 ブラインド設定画面への移行方法

・運転モード画面で、モード切替キーを５秒長押しします。 ⇒　５秒後にディスプレイ１の表示が点滅します。
・点滅後、1秒以内に△キーを押すと、ブラインド設定画面へ移行します。
・ 移行後は、運転モードのブラインド設定画面が表示されます。運転モード画面のブラインド設定画面から、 
モード切替キーを３秒長押しでパラメータ設定画面のブラインド設定画面に移行します。

操作方法 （つづき）

ブラインド設定画面では、
ディスプレイ 3 に［ｂ］と
表示されます。
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SET. 3
センサー2
設定

SET.４ 選択画面 SET.５ 選択画面

入力センサー指定

センサー１ 種類選択

SET.４ ブラインド設定

3ゾーンPID 有効設定

PID制御タイプ設定

SET.５ ブランド設定

センサー２ 種類選択

周波数下限値設定

SV下限値設定

SV上限値設定

オーバーシュート抑制オートチューニング設定

3ゾーンPID 中間点1設定

3ゾーンPID 中間点2設定

オートチューニング係数設定

周波数上限値設定

小数点位置設定

オートチューニング感度設定

低温域オートチューニング

中温域オートチューニング

高温域オートチューニング

一括オートチューニング

低温域 比例帯

センサー1 制御方向設定

二位置動作時 ヒステリシス設定

マニュアルリセット

アンチリセットワインドアップ

制御出力 比例周期

高温域 微分時間 プログラム運転有効設定

パラメータ初期化

高温域 比例帯

高温域 積分時間

ＰＶ補正ゲイン設定

ＰＶ補正ゼロ設定

ＳＶ補正設定

ＰＶフィルタ設定

低温域 微分時間

中温域 比例帯

中温域 積分時間

中温域 微分時間

通信プロトコル設定

スレーブアドレス設定

通信速度設定

SET.６ 選択画面

データ長設定

パリティチェック設定

ストップビット長設定

応答遅延時間設定

ブラインド設定画面

SET.4
センサー、レンジ設定

SET.5
制御設定

SET.6
通信設定

センサー2 制御方向設定

出力ゲイン設定

低温域 積分時間

SET.6 ブランド設定

パラメータ 遷移図

ブラインド設定方法

・ 設定を行うパラメータを表示し、△/▽キーを押すことで 

［on/off］が切り替わります。

・ プログラム運転に関わるパラメータ（SET.P、STP.0～8）は

ブラインド設定をすることができません。

ディスプレイ２に、ブラインド設定が
表示されます

ブラインド設定画面では、
ディスプレイ３に「b」が表示されます
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虔 各パラメータの機能

運転モード画面

〇温度設定　（単位：℃）
ṙ ṚḬ 

ṙ Ṛ ṡSV-LṢṌṡSV-HṢ 0 Ṍ350ṹ

ṙ Ṛ 50ṹ

ṙ Ḭ Ṛ ︡ Ḯ︣

ṙ ṇ Ṛ ḱṡỞỡ ṕSV-LṖṢḲP.35
 ḱṡỞỡ ṕSV-HṖṢḲP.35

〇周波数設定　【 】

ṙ ṚḬ ṡFrṢḬ ḲHz

ṙ ṚḬ ṡFr-LṢṌṡFr-HṢḬ 30Ṍ 60Hz

ṙ ṚḬ 60Hz

ṙ Ṛ onṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ ︡ Ḯ︣
  ṇ ṇ קּ ṇ Ḯ︣ ṇ ṇ ︡ ḱ

ḭצּ︣ ṇ Ḯ︣

ṙ ṇ Ṛ ḱṡ ṕFr-LṖṢḲP.36
 ḱṡ ṕFr-HṖṢḲP.36

〇タイマー設定　【 】

ṙ Ṛ ṡTMṢḬ Ḳ Ḱ Ḱ

ṙ ṚḬ  0.00.00 Ṍ 9.23.59 
ṕ0.00.00 ︣ ḭ ṇ ṙoīṚצּ

Ḯ︣Ṗ

ṙ ṚḬ 0.00.01

ṙ Ṛ onṕ Ṗ

ṙ Ḭ ṚḬ  ṡ ṇ Ṣּף ṡ ṇ Ṣ וֹףּ
ṇ ︣ ṇ Ḯ︣ 

ṡ ṇ Ṣ ḭֿכ ṇ ︡
︣ ṇ Ḯ︣ 

ṡ ṇ Ṣ ḭ כḭֿךּ ṇ ︡
︣ ṇ Ḯֿ︣כ ṇ ︡ ḭ ṇּצ

︡ḭ ךּ Ḯ︣ ṇ ḭ
︡ Ḯ︣

 ṕ Ṗ ṇ ḭṙ ṇ ṕTMdYṖṚ ︡ Ḯ︣

ṙ ṇ Ṛ ṇ ṡTM-ỘṢḲP.24

操作方法 （つづき）

現在の温度

現在の設定温度

周波数設定画面の	
コード

周波数設定値

「分」を表示
「時間」を表示

「日」を表示

0.00.00〜9.23.59の	
範囲で設定。変更中は	
点滅する

上記の場合、設定時間は［4日15時間40分］です
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〇タイマー残時間表示　【 】
ṙ Ṛ ḬṡTM-ỘṢḬ Ḳ Ḱ Ḱ
ṙ Ṛ onṕ Ṗ
ṙ Ḭ ṚḬ  ṡ ṇ Ṣּף ṡ ṇ Ṣḭṡ

ṇṢ ṇ ḭ
︣ Ḯ︣

  ṇּצ ךּ
ṇ אל ḭֿכ ṡ----Ṣ ︡ Ḯ︣

ṙ ṇ Ṛ ḱ ṇ ṙTMṚḲP.24
 ḱ ṇ ṙTMdYṚḲP.25

〇警報用センサーモニター　【 】
ṙ Ṛ ḬṡALPVṢḬ Ḳṹ
ṙ ṚḬ onṕ Ṗ
ṙ Ḭ Ṛ ṇ ︡ Ḯ︣
  ṇ1ṕ

Ṗḭ ṇ2ṕ ṙ
ṇ Ṛ אל ṇṖ פּ ḭ לּ
︡ ḭ ṇ ︡ Ḯ︣

 / ṇ ḭṙ ṇ ṕiSELṖṚ ︡ Ḯ︣
  ṇể ︣ ḭṡiSELṢ ể ︡ḭ ṇỄ ︣ ḭ

ṡiSELṢ Ễ ︡ Ḯ︣
  ṇể ︡ ḭ ṇỄ ḭ ṇỄ

︡ ḭ ṇể Ḯ︣
  ṖḬ ṇ2ṕ ṙ ṇ Ṛ אל

ṇṖ אל ṡALPVṢ אל Ḯ
 ẇḬ ṇể ︣ Ḯ 

ṕṙ ṇ ṕiSELṖṚ ṙểṚ ︣ Ḯ ṙ1Ṛ אל
ךּ Ḯ︣Ṗ

 ẇḬ ︢ ḭ ṇ2 Ḯṕṙלּ 2
ṕALM2ṖṚḭṙ 2 ṕAL2ṖṚṖ

 ẇḬ ṙ ṇ ṇṕALPVṖṚ Ḯ︣ ṇỄ צּ
אל Ḯ︣

ṙ ṇ Ṛ ḱ 1, 2 ṙAML1ṚḭṙALM2ṚḲP.28
 ḱ ṇ ṙiSELṚḲP.34 

〇温度入力1、2 冷接点補償温度表示　【 】【 】
ṙ ṚḬ ṡCJC1ṢḭṡCJC2ṢḬ Ḳṹ

ṙ Ṛ 0 Ṍ 80

ṙ Ṛ oīṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ ṇ1ּף ṇ2 ︡ Ḯ︣

「分」を表示
「時間」を表示
「日」を表示

タイマー残時間モニター
画面のコード

タイマー残時間

上記の場合、タイマー残時間は［2日9時間10分］です。

「1」で吐出口の	
熱電対で制御

入力センサー指定設
定画面のコード

各パラメータの機能
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〇外部制御有効設定　【 】
ṙ ṚḬ ṡdICṢ

ṙ ṚḬ on/oī

ṙ Ṛ Ḭoī

ṙ Ṛ onṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ  ּפ ḭ לּ ︣
ṇ Ḯ︣

  ṡonṢ ḭ ṙ Ṛּף ṙ Ṛ
צּ ḭ צּ

Ḯֿ︣כ קּ ṡ ṇṢṡ ṇṢṡ ṇṢṡ ṇ ṇṢ
ṡ ṇ ṇṢ Ḯ︣

  ṡoīṢ אל ḭ ṙ Ṛּף ṙ
Ṛ צּ Ḯ︣

 ṡonṢ ḭקּ צּ ︡ Ḯ︣
  ḭ ṙ Ṛ ︣ כֿ ḭֿכ

צּ Ḯ︣ פּ כֿ / ︣ ḭṙ
ṕdICṖṚ ṇ Ḯ︣

〇外部温調有効設定　【 】

ṙ Ṛ ṡdICTṢ

ṙ ṚḬ on/oī

ṙ Ṛ oī

ṙ Ṛ onṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ  ỞỞờ ṕDC12VṌ24V Ṗ ḭ פּ
לּ ︣ ṇ Ḯ︣

  ṡonṢ ḭ ṙ Ṛ ỞỞờ צּ
ḭ צּ Ḯֿ︣כ ḭồỌớקּ ṇ ṇ
Ởỡ ḭצּ︣ ךּ ḭṙ 1 ṕALM1ṖṚ
ףּ ṙ 2 ṕALM2ṖṚ Ṋ ︡ שּ  Ḯךּאל
ḭ טּצּ ḭHAP ṇ ṇ ṙ

Ṛ ︣ כֿ ḭ כֿלּ
Ḯ︣

 ṡonṢ ḭקּ צּ ︡ Ḯ︣

 ＊：　	［温度調節異常1の警報タイプ設定（ALM1）］または［温度調節異常2の警報タイプ設定

（ALM2）］が［ 0 ］以外に設定されている場合、［外部温調有効設定（dICT）］の設定にかかわ

らず温度調節異常1または温度調節異常2が有効になります。

＊

各パラメータの機能
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SET.2、　センサー 1設定
SET.3、　センサー 2設定

〇温度調節異常１ 警報タイプ設定　【 】
〇温度調節異常２ 警報タイプ設定　【 】
ṙ Ṛ ṡALM1ṢḭṡALM2Ṣ
ṙ ṚḬ 0 Ṍ10
ṙ ṚḬ ṡALM1ṢḲ5ḭṡALM2ṢḲ0
ṙ Ṛ onṕ Ṗ
ṙ ḬḬ Ṛ  ṙALM1Ṛ ḭ ṇ1ṕ Ṗ ︡

Ḯ︣ ḭṙ5Ḳ Ṛּצ אל ךּ Ḯ︣
  ṙALM2Ṛ ḭ ṇ2ṕ ṙ ṇ Ṛ אל

ṇṖ ︡ Ḯ︣ ḭṙ0Ḳ ︡Ṛּצ אל
ךּ Ḯ︣

 ḱ
設定値 警報種類 動作図

0 警報なし PV

1

絶対値警報

絶対値上限
ALn

PV

2 絶対値下限
ALn

PV

3 待機シーケンス付き＊ 絶対値上限
ALn

PV

4 待機シーケンス付き＊ 絶対値下限
ALn

PV

5

偏差警報

偏差上限
SV

PV

ALn

6 偏差下限
SV

PV

ALn

7 偏差上下限
SV

PV

ALn ALn

8 待機シーケンス付き＊ 偏差上限
SV

PV

ALn

9 待機シーケンス付き＊ 偏差下限
SV

PV

ALn

10 待機シーケンス付き＊ 偏差上下限
SV

PV

ALn ALn

 ALn：「AL1」または「AL2」

  ＊：　	待機シーケンス付き警報は、電源投入時や設定変更の時点で測定温度が警報出力条件に入っていても、

初回は警報動作せずに待機し、一度警報条件から外れ、再度警報条件に入った段階で警報動作を行
う機能です。

各パラメータの機能
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〇温度到達信号１　出力タイプ設定　【 】
〇温度到達信号２　出力タイプ設定　【 】
ṙ ṚḬ ṡtAS1ṢḭṡtAS2Ṣ

ṙ ṚḬ 0 Ṍ 4

ṙ ṚḬ 0

ṙ Ṛ onṕ Ṗ

ṙ ḬḬ Ṛ  ṙ tAS1Ṛ ḭ ṇ1ṕ Ṗ
︡ Ḯ︣

  ṙtAS2Ṛ ḭ ṇ2ṕ ṙ ṇ Ṛ אל
ṇṖ ︡ Ḯ︣

 
設定値 出力タイプ

0 出力なし

1
絶対値出力

絶対値出力

2 待機シーケンス付き＊ 絶対値出力

3
偏差出力

偏差出力

4 待機シーケンス付き＊ 偏差出力

 ＊：	電源投入時や設定変更の時点で測定温度が出力条件に入っていても、初回は出力動作せずに待機し、

一度出力条件から外れ、再度警報条件に入った段階で出力動作を行う機能です。

ṙ ṇ Ṛ ḱ  ṙtSoFṚḲP.27
 ḱ 1, 2 ṙtS1LṚḭṙtS2LṚḲP.33
 ḱ 1, 2 ṙtS1HṚḭṙtS2HṚḲP.32
 ḱ 1, 2 ṙt1HYṚḭṙt2HYṚḲP.34

出力範囲

絶対値出力 偏差出力

０

下限設定値 上限設定値
下限設定値

上限設定値

ＳＶ

［t＊HY］

ヒステリシス

［t＊HY］

ヒステリシス

［t＊HY］

ヒステリシス

［t＊HY］

ヒステリシス

［t＊SL］ ［t＊SH］［t＊SL］

［t＊SH］

出力範囲

各パラメータの機能
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SET.5　制御設定 

〇3ゾーンPID有効/無効設定　【 】

ṙ Ṛ ṡZoneṢ

ṙ Ṛ on/oī
 onḲ3 ṇ PID
 oīḲ3 ṇ PID

ṙ Ṛ oī

ṙ Ṛ onṕ Ṗ

ṙ ḬḬ Ṛ 3 ṇ PID פּלּ פּלּ ︡ Ḯ︣
  ḱ ḱ 3 ṇ ḭוֹ פֿ PID

︣ כֿ צּ קּ Ḯ︣
 ṇ צּ Ḯ︣
 3 ṇ PIDּצ ḭ PID ךּ Ḯ︣

ṙ ṇ Ṛ ḱ3 ṇ PID 1ḭ2 ṙPM1ṚḭṙPM2ṚḲP.39
 ḱ ḭ ḭ ṇ ṇ ṇ ṙAT1ṚḭṙAT2ṚḭṙAT3ṚḲP.40
 ḱ ṇ ṇ ṙATALṚḲP.41
 ḱ ḭ ḭ ṇ  ṙP1ṚḭṙP2ṚḭṙP3ṚḲP.41ḭP.44
 ḱ ḭ ḭ ṇ  ṙI1ṚḭṙI2ṚḭṙI3ṚḲP.42ḭP.44
 ḱ ḭ ḭ ṇ  ṙd1Ṛḭṙd2Ṛḭṙd3ṚḲP.43ḭP.44

PM1

3ゾーンPID中間点 2設定

3ゾーンPID中間点1設定

PM2

低温域

中温域

高温域 ḬḲớễ
ḲỔễ
Ḳỏễ

ḬḲớể
ḲỔể
Ḳỏể

ḲỏỄ
ḲỔỄ

ḬḲớỄ

SV-H

SV-L

操作方法 （つづき）
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各パラメータの機能

〇PID制御タイプ設定　【 】
ṙ ṚḬ ṡtyPṢ
ṙ ṚḬ 0/1
 0Ḳ ṇ PID
 1Ḳ ṇ ṇ ṇ PID
ṙ ṚḬ 0
ṙ Ṛ onṕ Ṗ
ṙ ḬḬ Ṛ ṇ ṇ PID ︡ Ḯ︣
 ḱḬṙ0ṕ ṇ PID ṖṚḲ ṇ ṇ PID ︡ ︡ Ḯ︣
 ḱḬ ṙ1ṕ ṇ ṇ ṇ PID ṖṚḲṙ ṇ ṇ ṇ ṇ ṇ

ṕbMdṖṚ ḭ ṇ ṇ ︡ PID
︡ Ḯ︣ṡ ṇ PID Ṣ ṇ ṇ ṇ צּ שּאל ḭצּ︣

︣ צּ שּ Ḯ︣

 

ＳＶ

時間

温度

０：ノーマルＰＩＤ制御時の測定温度

１：オーバーシュート抑制ＰＩＤ制御時の測定温度

ṙ ṇ Ṛ ḱ ṇ ṇ ṇ ṇ ṇ ḬṙbMdṚḲP.38

〇オーバーシュート抑制オートチューニング設定　【 】

ṙ ṚḬ ṡbMdṢ
ṙ ṚḬ 0 Ṍ2
 0Ḳ ṇ ṇ ṇ Ḭ
   ṇ ṇ ṙ Ṛּף ṙ Ṛ

︡ Ḯ︣
 1Ḳ ṇ ṇ ṇ Ḭ
  ṇ ṇ PID ︡ Ḯ︣
 2Ḳ ṇ ṇ ṇ Ḭ
   ṇ ṇ ṙ Ṛּף ṙ Ṛ

︡ Ḯ︣
ṙ ṚḬ1
ṙ Ṛonṕ Ṗ
ṙ Ḭ Ṛ  ṙPID ṕtyPṖṚּצṙ1Ḳ ṇ ṇ ṇ PID Ṛ אל

ךּ ḭ ṇ ṇ ︡ לּ ︣Ḯ
ṙ ṇ Ṛ ḱPID ḬṙtyPṚḲP.38
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各パラメータの機能

ṥ ṕON/OFF ṖṦ   ṕớỡṖּצ ṕỞỡṖ פּ︢ נּ ḭ Ớốố︡צּ ḭ פּ
ṕồỤỞṖ צּ ḭ Ớộ︣צּ Ḯ︣ 

ḭṙ ḲHYSṚ ︡ Ḯ︣

制御出力
HYS

目標値（SV値）
現在値（PV）

100％

0％

〇低温ゾーン積分時間設定　【 】
ṙ ṚḬ ṡI1ṢḬ Ḳ
ṙ ṚḬ 0 Ṍ3600
ṙ ṚḬ 120
ṙ Ṛ onṕ Ṗ
ṙ Ḭ Ṛ  3 ṇ PID ︡ ḭ 3 ṇ PID

︡ Ḯ︣
 ṙ0Ṛ ︡ ḭ ךּ Ḯ
ṙ ṇ Ṛ ḱ ṇ ṇ ṇ ṙAT1ṚḲP.40
 ḱ ṇ ṙP1ṚḲP.41
 ḱ ṇ ṙd1ṚḲP.43
ṙ  Ṛ  ֹו ḭ ṕỞỡṖ צּ ︢ ︡ ךּ Ḯֿ︣כ

Ḯ︣ ḭ ḭ ṕ ṇ ṇ ḭ
ṇ Ṗ ︢ Ḯ︣

︣שּ   ḭ אלקּ צּ ︢ ךּ
ṕ︣ Ṗ ︢ ךּ Ḯ︣︡ צּ ḭ צּ ︢

צּ ḭ צּ שּ קּ לּ Ḯ︣ 

  　Y = K I∫Zdt
 　　Ｋ I：積分動作係数＝ＫＰ／Ｉ
 　　ＫP：比例感度
 　　Ｉ：積分時間　　Ｉ＝０の時、積分動作なし

 　　Ｚ：偏差

 

積分動作
目標値（SV）

温度

時間

オ
フ
セ
ッ
ト

	 	一般に積分時間を小さく設定すると、積分動作は強くなりますが、小さくしすぎるとハンチン

グを起こし、不安定な制御になります。
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〇出力ゲイン設定　【 】

ṙ ṚḬ ṡMVGṢḬ Ḳ%

ṙ ṚḬ 0.0 Ṍ100.0

ṙ ṚḬ 100.0

ṙ Ṛ oīṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ  
︡ Ḯ︣

〇PV補正ゲイン設定　【 】

ṙ ṚḬ ṡPvGṢḬ Ḳ

ṙ ṚḬ 0.500 Ṍ2.000

ṙ ṚḬ 1.000

ṙ Ṛ oīṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ  ṕPVṖ
︡ ︡ Ḯ︣ 

︡ Ḯ︣

  ḱḬ ḲṙPV
ṕPvGṖṚ ṙ1.200Ṛ
︡ ḭ ṕPVṖּ100צṹ ḭṡ100ṹṕ Ṗú1.200Ṭ120ṹṕ

ṖṢ Ḯ︣

〇PV補正ゼロ設定　【 】

ṙ ṚḬ ṡPvSṢḬ Ḳṹ

ṙ ṚḬ ×99Ṍ 99

ṙ ṚḬ 0

ṙ Ṛ oīṕ Ṗ

ṙ Ḭ Ṛ  ṕPVṖ
︡ ︡ Ḯ︣ 

︡ Ḯ︣
 ḱ ḲṙPV

ṕPvSṖṚṙ20Ṛ ︡
ḭ ṕPVṖּ100צṹ
ḭṙ100ṹṕ Ṗṧ20Ṭ120ṹṕ ṖṚ Ḯ︣

 ＊：	［PV補正ゲイン設定（PvG）］と［PV補正ゼロ設定（PVS）］を組み合わせた場合は以下のよう

になります。

	 　　「（PV補正前×［PvG］）＋［PVS］＝PV補正後」

	 例：PV補正前が100℃、［PvG］が1.200、［PVS］が20の場合

	 　　「（100℃×1.200）＋20＝140℃を表示します」

操作方法 （つづき）

操作量

測定温度（PV）

設定例：出力ゲイン［MVG］を70％に設定

100％

0％

70％

50％

30％

補正前出力操作量

補正後出力操作量

０％
100℃

１００℃

１２０℃

補正前の表示温度

補正後の表示温度

補正前の表示温度

設定例：PV補正ゲイン設定［PVG］を1.200倍に設定

補正後の表示温度

０％

補正後の表示温度

補正前の表示温度

100℃

120℃

１０℃

１0０℃

設定例：ＰV補正ゼロ設定［PVS］：20

補正前

補正後
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〇温度調節異常1 警報表示　【 】
［表示呼称］　 「AL1L」

［設定範囲］　 on/off

［出荷時設定］　 on

［説　明］　  各ステップの、温度調節異常１が発生した場合に、異常発生の表示（異常ランプ点灯＋エ 
ラーコードの表示）を行うか、行わないかを設定します。 
［on］で表示有り、［off］で表示なしです。

〇温度調節異常1 温度調節異常出力設定　【 】

［表示呼称］　 「AL1S」

［設定範囲］　 on/off

［出荷時設定］　 on

［説　明］　  各ステップの、温度調節異常1が発生した場合に、外部制御端子台の温度調節異常出力
を行うか、行わないかを設定します。 
［on］で出力あり、［off］で出力なしです。

〇温度到達信号1 出力タイプ設定　【 】

［表示呼称］　 「tAS1」

［設定範囲］　 0 ～ 4

［出荷時設定］　 0

［説　明］　  各ステップの、センサー1（熱風発生機吐出口に組込まれた熱電対）による温度到達信号
の温度到達信号の出力タイプを設定します。各出力タイプの説明は、P.32 を参照してく
ださい。

〇温度到達信号1 下限値設定　【 】

［表示呼称］　 「tS1L」　単位：℃

［設定範囲］　 ［温度到達信号1　出力タイプ設定（tAS1）］が

 　・［1～2：絶対値出力］の場合
	 	 「SV-L」〜「SV-H」− 3（出荷時設定の場合：0 〜 347）

	 　・［3 〜 4：偏差出力］の場合
	 	 0 〜（「SV-H」−「SV-L」）× 0.5（出荷時設定の場合：0 〜 175）

［出荷時設定］　 50

［説　明］　  各ステップの、温度到達信号出力1の動作範囲の下限値を設定します。

プログラム運転のパラメータ（つづき）
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〇温度到達信号1 上限値設定　【 】

［表示呼称］　 「tS1H」　単位：℃

［設定範囲］　 ［温度到達信号1　出力タイプ設定（tAS1）］が

 ・［1～2：絶対値出力］の場合
	 	 「SV-L」+3 〜「SV-H」（出荷時設定の場合：3 〜 350）

	 ・［3 〜 4：偏差出力］の場合
	 	 0 〜（「SV-H」−「SV-L」）× 0.5（出荷時設定の場合：0 〜 175）

［出荷時設定］　 100

［説　明］　  各ステップの、温度到達信号出力 1 の動作範囲の上限値を設定します。

〇温度到達信号1 ヒステリシス設定　【 】

［表示呼称］　 「t1Hy」

［設定範囲］　 0 ～（SV-H-SV-L）×0.5　（出荷時設定の場合：0 ～175）

［出荷時設定］　 3

［説　明］　 各ステップの、温度到達信号1のヒステリシスを設定します。

〇温度調節異常2 警報タイプ設定　【 】

［表示呼称］　 「ALM2」

［設定範囲］　 0 ～10

［出荷時設定］　 0

［説　明］　  各ステップの、センサー2（外部制御端子台［⑦⑧⑨外部温度センサー入力］に接続された
温度センサー）の警報種類を設定します。初期設定では、偏差上限警報が設定されています。
各警報タイプの説明は、P.28	を参照してください。

〇温度調節異常2 動作値　【 】

［表示呼称］　 「AL2」　単位：℃

［設定範囲］　 ［温度調節異常 警報タイプ設定（ALM2）］が

	 　 ・［1 〜 4：絶対値警報］の場合
	 	 「SV-L」〜「SV-H」+50（出荷時設定の場合：0 〜 400）

	 　 ・［5 〜 10：偏差警報］の場合
	 	 0 〜（「SV-H」−「SV-L」）（出荷時設定の場合：0 〜 350）

［出荷時設定］　 20

［説　明］　  各ステップの、温度調節異常2の動作値を設定します。	
動作値の説明は、P.29を参照してください。

各パラメータの機能
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●プログラムパターン例を作成する

パラメータブロック パラメータ名称 初期値 設定値 単	位 備　　考

SET.5 制御設定 PrG プログラム運転有効設定 off on ― ブラインド設定の初期値は「非表示」です

SET.P
プログラム
基本設定

SV ファースト SV 設定 50 50 ℃ 運転開始温度「50℃」を設定します

rUn 繰り返し回数設定 0 1 回 ―

PGMd
プログラム運転終了時
の運転モード設定

0 0 ―
0：運転停止
1：最終ステップの状態で運転継続

STP.0
ステップ 0
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 00.05 時 . 分 ステップ 0 の時間を設定します

Con 運転状態設定 1 1 ― 1：送風運転　　2：停止

Fr 周波数設定 60 60 Hz ―

STP.1
ステップ 1
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 00.50 時 . 分 設定範囲：00.00 〜 99.59

Con 運転状態設定 0 0 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

SV 温度設定 50 100 ℃ ―

Fr 周波数設定 60 60 Hz ―

STP.2
ステップ 2
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 00.30 時 . 分 設定範囲：00.00 〜 99.59

Con 運転状態設定 0 0 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

SV 温度設定 50 100 ℃ ―

Fr 周波数設定 60 60 Hz ―

STP.3
ステップ 3
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 01.00 時 . 分 設定範囲：00.00 〜 99.59

Con 運転状態設定 0 0 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

SV 温度設定 50 200 ℃ ―

Fr 周波数設定 60 40 Hz ―

STP.4
ステップ4
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 00.30 時 . 分 設定範囲：00.00 〜 99.59

Con 運転状態設定 0 0 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

SV 温度設定 50 200 ℃ ―

Fr 周波数設定 60 40 Hz ―

STP.5
ステップ 5
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 00.20 時 . 分 設定範囲：00.00 〜 99.59

Con 運転状態設定 0 1 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

SV 温度設定 50 100 ℃ ―

Fr 周波数設定 60 50 Hz ―

STP.6
ステップ 6
設定

PtM ステップ時間設定 00.00 00.30 時 . 分 設定範囲：00.00 〜 99.59

Con 運転状態設定 0 0 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

SV 温度設定 50 100 ℃ ―

Fr 周波数設定 60 50 Hz ―

STP.7
ステップ 7
設定

Con 運転状態設定 0 3 ―
0：熱風運転	　	1：送風運転
2：停止		　　　3：プログラム終了＊

・パラメータの設定項目

＊：	運転状態設定で［ 3：プログラム終了 ］を設定した場合、設定した一つ前のステップが最終ステップとなります。	
上記プログラムパターン例の場合、ステップ 6 を最終ステップとするため、ステップ 7 で［3：プログラム終了］を設定します。

プログラム運転
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（1）ファーストSVの設定を行う

・　 運転画面で「モード切換えキー」を2秒間長押しする。

 蛯　 現在値ディスプレイが「SET.1」に切換り、パラメータ設定画面に
移行します。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を6回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイが「 」に切換ります。

・　 「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイが「 」に切換り、ステップ表示ディスプレ
イに「 」が表示されます。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を押してファーストSVの設定を行

います。（プログラムパターン例ではファーストSV：50℃なので、設定変更し
ません。）

 蛯　 設定値ディスプレイに設定値が表示され、点滅します。 
約 3 秒後に設定値の表示が点灯し、設定が確定されました。

（2）繰り返し回数設定（rUn）を行う

・　 「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイが「 」に切換ります。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を1回押して繰り返し回数の設定

を行います。

 蛯　 設定値ディスプレイが「1」に切換り、点滅します。 
約 3 秒後に設定値の表示が点灯し、設定が確定されます。 
繰り返し回数（rUn）が1回に設定されました。

（3）プログラム運転終了時の運転モード設定（PGMd）を行う

・　「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイが「 」に切換ります。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を押して設定を行います。 

（プログラムパターン例では初期値の［0：運転停止］なので、設定変更しま
せん。）

 蛯　 設定値ディスプレイに設定値が表示され、点滅します。 
約 3 秒後に設定値の表示が点灯し、設定が確定されます。 
プログラム運転終了時の運転モード設定（PGMd）が設定されま
した。

3.　SET.P プログラム基本設定を行う

初期値「50」
運転モード画面の先頭
画面と連動しています

初期値「0」
「1 」に設定

初期値「0」

ファースト SV	
設定画面のコード

プログラム運転終了時
の運転モード設定画面
のコード

SET.P（プログラム基本
設定）の先頭画面

繰り返し回数
設定画面のコード

ファースト SV は、運転
モード画面の先頭画面で

も設定ができます。

プログラム運転
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（1）ステップ 0の時間設定（PtM）を行う

・　 「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を4回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイが「 」に切換ります。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイが「 」に切換ります。

・　 「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイに「 」が表示、ステップ No. 表示ディ
スプレイに「 」が表示されます。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を押してステップ 0の時間設定を

する。（プログラムパターン例ではステップ 0の時間設定：00.05に設定しま
す。）

 蛯　 設定値ディスプレイに設定値が表示され、点滅します。 
約 3 秒後に設定値の表示が点灯し、設定が確定されます。 
ステップ 0の時間設定（PtM）が設定されました。

（2）ステップ 0の運転状態設定（Con）を行う

・　 「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイに「 」が表示されます。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を押して設定を行います。 

（プログラムパターン例では初期値の［1：運転停止］なので、設定変更しま
せん。）

 蛯　 設定値ディスプレイに設定値が表示され、点滅します。 
約 3 秒後に設定値の表示が点灯し、設定が確定されます。 
ステップ 0の運転状態設定（Con）が設定されました。

（3）ステップ 0の周波数設定（Fr）を行う

・　  「 」を表示した状態から、「モード切換えキー」を1回押す。

 蛯　 現在値ディスプレイに「 」が表示されます。

・　 「 」を表示した状態から、「 キー」を押して設定を行います。 

（プログラムパターン例では初期値の［60 Hz］なので、設定変更しません。）

 蛯　 設定値ディスプレイに設定値が表示され、点滅します。 
約 3 秒後に設定値の表示が点灯し、設定が確定されます。 
ステップ 0の周波数設定（Fr）が設定されました。

4. 　STP. 0 ステップ.0 設定を行う

初期値：「00.00」
「00.05」に設定

初期値「1」

初期値「60」

ステップ時間	
設定画面のコード

周波数設定画面
のコード

SET.0（ステップ 0 設定）
の先頭画面

運転状態
設定画面のコード

ステップ No.［0］を表示

ステップ No.［0］を表示

ステップ No.［0］を表示

ステップ 0 設定は、プログラムの繰り返しを行う際、最終ステップと最初のステ
ップ間を繋ぐためのステップです。ステップ 0 を実行している間は、各温度異常
は発生しません。この動作が不要な場合はステップ 0	時間設定（PtM）を［00.00］
に設定してください。

プログラム運転（つづき）
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プログラム運転（つづき）

〇繰り返し回数表示 ［rUnM］

プログラムパターンの繰り返し回数が設定されている場合、プログラム運転

の繰り返し回数を表示します。繰り返し回数は、SET.P プログラム基本設

定の［繰り返し回数設定（rUn）］で設定します。

〇警報用センサーモニター ［ALPV］

警報用センサーが設定されている場合、警報用センサーの検知温度を表示

します。

〇制御出力値表示 ［MV］

制御出力の操作量（単位時間当たりのヒーターへ通電された割合）を表示

します。

3. プログラム運転の停止

・　 プログラム運転終了後の動作は、SET.P ［プログラム運転終了時の運転モー

ド設定（PGMd）］で設定ができます。設定内容は以下です。

 0：プログラム運転終了後に運転を停止する

 1：最終ステップの運転状態で運転を継続する

・　 プログラム運転中に「停止キー」を1回押すと、実行中のプログラムがリセッ

トされ、プログラム運転が停止します。この時の運転状態が［熱風］の場合

は、遅延タイマーが動作し、カウントアップ後に運転を停止します。

注 意　 一時停止ではありませんので、停止した時点からのプログ
ラム運転の再開はできません。

・　 プログラム運転中に異常が発生した場合は、実行中のプログラムがリセット

され、プログラム運転が停止します。また、各異常発生時の状態に移行しま

す。（異常発生時の状態はP.75 を参照してください。）
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プログラム運転（つづき）

5. 外部制御端子台の外部制御熱風/送風入力によるプログラム運転

外部制御端子台の［外部制御熱風入力/外部制御送風入力］からもプログラム運転の実行が可能です。

（外部制御有効設定［dic］を有効：onに設定する必要があります。）

外部制御端子台への信号入力による運転動作は下表を参照してください。

信号入力前の状態 信号入力

運	転	動	作①	外部制御
　	送風入力

②	外部制御	
　	熱風入力 運転状態 ①	外部制御

　	送風入力
②	外部制御
　	熱風入力

OFF OFF 停止

ON OFF ステップ0 の設定値により送風運転を開始

OFF ON 停止＊1

ON ON プログラム運転を開始＊1＊5

ON OFF 送風運転

OFF OFF 停止

OFF ON 停止＊1＊2

ON ON プログラム運転を開始＊1＊5

OFF ON 停止

OFF OFF 停止

ON OFF ステップ0 の設定値により送風運転を開始＊3

ON ON プログラム運転を開始＊1＊5

ON ON
プログラム	

運転

OFF OFF プログラム運転の停止

OFF ON

ON OFF 送風運転＊4

＊1：異常発生中はステップ0の設定値により送風運転を開始します。

＊2：	接点信号の切替えにショーティングタイプのスイッチを使用した場合、一時的に①②が共にONとなるため、一度プログラム運転
が開始され、その直後に停止動作に移行します。

＊3：	接点信号の切替えにショーティングタイプのスイッチを使用した場合、一時的に①②が共にONとなるため、一度プログラム運転
が開始され、その直後に＊4の動作に移行します。

＊4：	実行中のプログラムがリセットされ、操作のあった時点のステップで設定されている周波数設定で送風運転が開始されます。

＊5：	①外部制御送風入力および ②外部制御熱風入力が共にONの状態でプログラム運転が終了した場合、再度プログラム運転が
開始されます。
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●外部温度センサーによる温度制御を行う＊3

設定が必要なパラメータ パラメータブロック ブラインド設定 初期値 変更値

入力センサー指定　iSEL SET.4　センサー・レンジ設定 表示 1 2

― 必要に応じて以下の設定を行う ―

〇熱風発生機吐出口の温度モニター、または過昇温度監視を行う
外部制御端子台に接続したセンサー（センサー2）で温度制御を行い、熱風発生機の吐出口熱電対（センサー1）で過
昇温度監視をする場合。
（［入力センサー指定（iSEL）］の設定が［2：センサー 2での温度制御］の場合）

設定が必要なパラメータ パラメータブロック ブラインド設定 初期値 変更値

温度調節異常 1	
警報タイプ設定　ALM1

SET.2　センサー 1 設定 表示 5 任意＊1

温度調節異常 1
動作値設定　AL1

SET.2　センサー 1 設定 表示 20 任意＊4

センサー1の温度モニターは、運転モード画面のパラメータ［警報用センサーモニター（ALPV）］で行うことができます。

〇 熱風発生機吐出口センサー（センサー1）と外部温度センサー（センサー2）を組合わせた2
点温度制御を行う

外部温度センサー（センサー2）で温度制御を行い、熱風発生機吐出口センサー（センサー1）で ON/OFF 動作を
行います。
（［入力センサー指定（iSEL）］の設定が［2：センサー 2での温度制御］の場合）

設定が必要なパラメータ パラメータブロック ブラインド設定 初期値 変更値

温度調節異常 1	
警報タイプ設定　ALM1

SET.2　センサー 1 設定 表示 5 1

温度調節異常 1
動作値設定　AL1

SET.2　センサー 1 設定 表示 20 任意＊4

温度調節異常 1
警報表示設定　AL1L

SET.2　センサー 1 設定 表示 on off

温度調節異常 1
自己保持設定　A1oP

SET.2　センサー 1 設定 表示 on off

温度調節異常 1
ヒステリシス設定　A1HY

SET.2　センサー 1 設定 非表示 3 任意 ＊5

温度調節異常 1
温度調節異常出力設定　AL1S

SET.2　センサー 1 設定 非表示 on 任意＊6

パラメータ設定表（つづき）
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トラブルシューティング（つづき）

温度調節異常 1
［Err1］が発生す
る。

［温度調節異常 1 の警報タ
イプ設定（ALM1）］および

［温度調節異常 1 の動作値
設定（AL1）］の設定値の
組合せにより、異常発生条
件となっている。

［温度調節異常 1 の警報タイプ設定
（ALM1）］および［温度調節異常 1
の動作値設定（AL1）］の設定を確
認する。
意図しない異常が発生している場合
には、設定を変更する。

例）意図しない異常
［温度調節異常の動作値設定（AL1
または AL2）］が初期値［20℃］の
まま、［温度調節異常の警報タイプ
設定（ALM1または ALM2）］が［1：
絶対値上限警報］に設定されると、
対応した温度センサーが 20℃を検
知した時に［Err1］または［Err2］
が発生します。

P.28

〜

P.31
P.73
P.75

温度調節異常 2
［Err2］が発生す
る。

［温度調節異常 2 の警報タ
イプ設定（ALM2）］および

［温度調節異常 2 の動作値
設定（AL2）］の設定値の
組合せにより、異常発生条
件となっている。

［温度調節異常 2 の警報タイプ設定
（ALM2）］および［温度調節異常 2
の動作値設定（AL2）］の設定を確
認する。
意図しない異常が発生している場合
には、設定を確認する。

［Err3］が発生す
る。

外部温度センサーで温度制
御を行っている場合に、熱
風発生機吐出口熱電対の
測定温度が測定範囲を超え
ている。

熱風発生機吐出口温度を確認する。
ご使用機器の吐出口気体温度の上
限を超えている場合は、吸入風量を
増やすか、2 点温度制御を行う。

［温度調節異常 1　警報タイプ設定
（ALM1）］が［0：警報なし］以外
に設定されている場合、［警報用セ
ンサーモニター（ALPV）］で熱風
発生機吐出口温度を確認できます。
2 点温度制御の設定は P.69 を参照
してください。

P.75

熱風発生機吐出口の熱電
対が断線している。

熱電対の交換が必要です。 熱風発生機相談窓口（詳しくは裏
表紙）、またはお近くの㈱八光電機	
支店・営業所または販売会社までご
連絡ください。

センサー 2 断線異
常［Err6］が発生
する。

［入力センサー指定（iSEL）］
の設定が［2：センサー 2
での温度制御］に設定され
ているが、外部温度セン
サーが接続されていない。

外部温度センサーを接続する。 外部温度センサーは、外部制御端
子台の［⑥⑦⑧	RTD/	TC 入力］に
接続します。 P.6

外部温度センサーに接続さ
れたセンサーまたは補償導
線と、［センサー 2 種類選
択（InP2）］の設定値が一
致しない。

外部温度センサーまたは補償導線の
タイプと、［センサー 2 種類選択

（InP2）］の設定値を揃える。

［センサー 2 種類選択（InP2）］の
初期設定は、［0：K 熱電対］です。

P.35

異常表示が無いの
に熱風運転ができ
ない。または送風
運転に切替わる。

タイマー停止が ON になっ
ている。

タイマーカウントアップによる送風運
転への切替わりで、問題ありません。

タイマー運転またはタイマー停止のカ
ウント中は、操作パネル（P.5）のタイ
マー / プログラム運転ランプが点灯し
ます。

P.23

［温度調節異常の警報表
示］（AL1L または AL2L）
が［off：表示しない］に設
定されている状態で異常が
発生した。

［温度調節異常の警報表示］（AL1L
または AL2L）を［on：表示する］
に設定し、異常（イベント）が発生
しているか確認する。意図しない異
常であれば、［温度調節異常の警報
タイプ設定］（ALM1または ALM2）
および［温度調節異常の動作値設
定］（AL1または AL2）の設定を確
認し、必要に応じて設定変更する。

―

P.28

〜

P.31
P.73
P.75

トラブル内容 原　因 処　置 備　考 関連	
ページ
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